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中国・雲南省におけるHIV感染の動向と分析
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　中国では95年12月1日までにHIV抗体陽性者が2,596人（内エイズは80人）報告されており，その約80％

が雲南省に集中している。雲南省では1,807人のHIV感染者が報告されており，HIV抗体陽性率は282,226

人中0.6％であった。感染者の1,278人（79％）は静注薬物使用者（IVDU）で，24例の配偶者への感染報告

があり，またIVDUの抗体陽性率は5.3％，特に瑞麗と隴川でのIVDUの陽性率は40～80％と高率で，以前

はタイ族男性IVDUがその多数を占めていたが，漢族のIVDU感染者の報告数も増加している。一方，性

風俗産業従事者（CSW）の抗体陽性率は0.2％，一般集団の陽性率は，妊婦0.07％，供血者0.004％と，現在

のところは比較的低値である。エイズサーベイランスシステムは比較的整備されているが，得られた結果が

省・国家レベルのエイズ対策に十分に反映されいるとは言えない。血液供給の約60％は売血に依存してお

り，都市部では血液センターで抗体スクリーニングが行えるが，地方レベルでは不十分である。CSWや

IVDUは公安当局による取り締まりの対象であるため，100％コンドーム使用プロモーションや針交換プロ

グラムなどは事実上不可能である。IVDUが問題となっている農村ではエイズに関する知識の普及は低く，

個別の健康教育プログラムをCommunity Health Workerと協調して導入するとともに，中央レベルにおい

ては，コンドーム使用の推奨や，社会的・精神的弱者でもあるIVDUのケアなど，大局に立った総合的予

防対策が必要である。改革開放経済が進むとともに，人・物の移動は激増しており，感染者の爆発的増加も

危惧されている。エイズは環境と同様に地球的規模の健康問題であり，日本としても可能な協力は積極的に

検討すべきである。
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